（自治基本条例市民検討チーム）準備会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年１月２５日（水）午後６時　～　８時１５分



	場　　所　　　　　　　鎌倉市役所　第３分庁舎　７０１会議室


	出 席 者（敬称略）
荒井泰男、春日桂太郎、國友靖久、児島　晃、幸道和宏、宅見正雄、橋爪幸臣、平井　嵩、

増田行治、松山淑郎、柳下　実（11名）
（欠席者：植木俊康、小泉親昂）
　司会　征矢剛一朗　　記録　木村浩之　

事務局：小村亮一、茶木和夫、征矢剛一郎、木村浩之

	会議の概要
　冒頭小村企画課長から今後の取り組みについて、進め方を協議により決めていただきたい旨の挨拶が行われた。次に出席者の自己紹介を行った後、配付された名簿の確認・訂正後、本日の協議を行った。
（決定事項を中心に、主な内容は次のとおり）
· １月17日の市民検討チーム初会合において世話人会として決定したメンバーからなる本日の会議の名称は、108人全体の会議の立ち上げをするための会議という趣旨から「準備会」とする案に合意した。

· 本日の司会と記録は第１回目ということから事務局である企画課が司会と記録を行うが、次回以降は名簿順（欠席者は順送り）に司会2名と記録１名の３名をセットとして持ち回りで担当することに合意した。（次回は荒井、春日、國友の３名でそれぞれ役割を決め担当する。準備会の開催ごとに次の担当をその都度決めていくこと、また市民検討チーム会合で諮るときの発言者についても準備会の中において随時順番で決めていくこととした。）なお、準備会に代表は置かず、持ち回りの担当において意見集約を行い、全体として何かあるときは事務局担当がまとめを担うこととした。

· 準備会の役割は、次の市民検討チームの会合（２月２１日）の準備を行うことを含め、４月以降の本格的な協議開始までの間、勉強会としての会合の準備を行っていくことであることに合意した。したがって準備会は市民検討チームの会合で決定すべき事項の案を作成して提案するまでが役割であり、準備会の運営にかかわる事項以外のことは、原則として決定することはないことを確認した。

· 協議のルール（作法）については、準備会における協議も市民検討チームの会合における協議も同じ取り扱いとし、本日事務局が作成し配付した「■市民検討チームの会議の約束（案）」と、同じく本日配付された「参考資料（宅見）゛討議デモクラシー゜の原則」等をあわせて、次回の準備会で協議していくことが確認された。

· 次回市民検討チームの会合（２月２１日）の内容は、２時間のうち最初の1時間は自治基本条例についての基本について、様々な意見を持つ市民108名の今後の勉強のよび水となるような話と質疑応答を行うこととし、講師は三菱総合研究所の奥村隆一さんにお願いすることとした。今後は必要に応じて法律・行政等の内容の話を聞く機会やヒアリングなどの組み合わせが考えられるが、追って協議していくこととした。

· ２月２１日後半の１時間で協議すべき内容については、市民検討チームの運営についての協議としてまずは「会議のルールについて」また「３月の市民検討チーム会合の日程（３月15日、16日、17日のうちから）と勉強会の内容について」を予定することとし、次回の準備会（２月１日（水）午前10時から市役所２０１会議室で開催予定）でそのたたき台とすべき内容について協議することとした。本日の次第２にも記載のある「市民検討チームの運営体制」「チーム内の役割分担と組織づくり」「４月以降の進め方」など、今後時間をかけて議論を詰めていかなければならない議題はあるが、できるだけ多くのメンバーによる協議をベースに民主的に運営していくこととし、当面２月２１日前に２月１日以降も準備会を開催することを視野に協議を継続することとした。

· 本日の議事録（論点）については、事前にメールやファックスにより送付するとともに、次回２月１日にその内容の確認を行うこととした。（２月１日確認済）



